
応用確率統計（演習 7） 平成 21 年 12 月 03 日 

問 1 

定数 0 < a, b <1 が与えられたとする。集合{0 ,1 , 2, …, 

n}上の二つの２項分布 
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のカルバック距離を  D p q とすると、a, b の関数

  , f a b が存在して 

    , D p q n f a b  

と書けることを示せ。また   , f a b を求めよ 

 

解答 
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以上 

  

問 2 

カルバック情報量の性質を述べ、その性質の成り立つ

ことを示せ。 

 

解答 

教科書 p.86 の定理 7.1 とその証明を参照。 

以上

 


